
講演会のお知らせ 

KASC 特別セミナー 
“Cryptochromes as magnetoreceptors” 

（磁気受容体としてのクリプトクロム） 
Prof. Peter J. Hore 

University of Oxford. 
９月２２日（日）１４：００～１５：００ 

 
場所：埼玉大学，総合研究棟１号館 
１F シアター教室 



Peter J. Hore 教授は，生体分子の磁気感受（磁場効果）の

理論と実験から，世界のスピン化学をけん引している研究者

です．理論と実験の解析の両方から動物の磁気感受のメカニ

ズム，特に渡り鳥等の磁気コンパスや磁気的な応答について

の研究を進めておられます．今回は神戸で行われる国際学

会：Spin Chemistry Meeting 2024 の後，中国へ出張される合

間を縫って，無理を言って埼玉大学での講演をお願いしました．

2019 年にも埼玉大学で関東スピン化学ミーティングにおいて

講演をお願いしましたが，極めてクリアなプレゼンテーションを

されることで定評があります．今回は特に学部生でも理解可能

な講演をお願いしました． 

 動物の行動―生体分子－電子や核スピンといった，生物学

－化学－物理学の垣根を超えた研究を展開されており，様々

な領域の方々に興味を持っていただける内容です．HiSEP 関

係者をはじめ様々な領域の研究者，学生を対象としております． 

 
本講演会は以下の３つの共催で行われます． 

１）第１０回 Kasc（関東スピン化学会） 

２）埼玉大学戦略研究センター，インキュベーション研究グル

ープ「生体分子反応動力学研究グループ」 

３）HiSEP（ハイグレード理数教育プログラム） 

＊皆様のご来場をお待ちしております． 
 

問い合わせ先 前田公憲 (理工学研究科，基礎化学) 
kiminorimaeda@mail.saitama-u.ac.jp  



さらに，本講演会は第１０回関東スピン化学会（10th 

Kanto area spin chemistry meeting：Kasc）の一部であり，

Kasc は以下のスケジュールで行われます． 

日時：９月２２日（日）１０：００～１７：００ 

    ９月２３日（月）１０：００～１２：００ 

***発表者人数により若干変更の可能性あり． 

Invited Speakers 

 Prof. Peter J. Hore (University of Oxford) 
 Prof. Jörg Matysik (Universität Leipzig) 
 Dr. Guzel Musabirova  (Universität Leipzig) 
 Prof. Christopher Kay  (Saarland University) 
 Prof. Alex Jones (National Physical Laboratory) 
 Prof. Jianzhang Zhao (Dalian University of 
Technology) 
 Prof. Motoko Asano (Gunma University) 
 Prof. Akio Kawai (Kanagawa University) 
 Prof. Yasuhiro Kobori（Kobe University） 
 Prof. Tomoaki Miura (Niigata University) 
 
＊全て入場無料です．事前にメール
(kiminorimaeda@mail.saitama-u.ac.jp)をいただければ，
詳細なプログラムなどお送りします．学生，教官，研究フ
ィールドを問わずぜひご来場ください． 


